






















その形成（語頭子音群の形成…‥・ 引用者）の原因としてわれわれはまずアクセ  
ントとの関係，すなわち，第一音節にアクセントがなく第二音節にアクセント  








ができるのではないかと考える次第である。   
アルタイ語の起源的な長母音とその朝鮮語との関係については，すでに村山  
七郎（1983）においてつの見解が示されている。村山の研究は主として原始   
大 林 直 樹  
アルタイ語の母音の長短が日本語にいかに反映しているかを取り扱ったもので  
あるが，その中には朝鮮語からの語彙対応例が9つ含まれており，それによれ  






























察の対象とした。   
朝鮮語の語頭子音群とアルタイ語の長母音   




























うことである。もっとも，本稿の筆者には，ラムステットの比較よりも上掲の   
















n〇g5idorosgノ＼yI官き〇g秒Sgum‡rosy〇SgAyd八島h人ya‥＝   



















g＾z＾rsb∧r＾misg＾rady⊃bun＾ni‥‥   
























つの語形b5gayについては合理的な説明がなされない。今後の考究に侯ちた   



























































になる」，ラムート語hukl∂∂イ寝る，横になる」，ネギグル語Ⅹuγ1∂イ寝る，   




















nayコ3⊃S由ydas人Sga5issgumirsguuni‥‥   








































音であったとする証拠はないが，朝鮮語においての第一音節母音の脱落と語頭   


























接関係しない。何故なら，中期朝鮮語の頭子音はgであって子音群を示してい   

















moysgorbuynd＾yn＾ngurumsglunly〇rbgo・…   
（山谷の虚ろな所には雲の気運が薄く… ＝）〈杜詩諺解初刊7：14〉  











トの挙げる「毒」を意味するモンゴル文語単語は正確にはqo11raであったよ   
















考をまちたいと思う。   
3．おわりに   









母音が一致しない（語形の不一致）ことに劣らぬ深刻な問題である。   
さらに，もう一つの間邁は，本稿において扱われた中期朝鮮語の語頭子音群  
は大部分がs㌻を示しているということである。それ以外の例は，（9）（10）   










るからである。   
また，中期朝鮮語の語頭子音群がはたして起源的な結合（特にその前項が）  
をそのまま示しているのかどうかという問題もある。本稿では比較例（4）の  
ところでこの間題に若干言及したが，まだまだ今後の研究にまつと ころが多い  
ようである。  
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